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(4) 江柏煒、マイケル・スゾーニら [2011：95] 参照。
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たかがわかる。模範女性の場合は、資格は20歳以上で、すべての成人女性
を対象とする。選抜基準は、一に国家への忠誠、二に敬軍、三に優秀な公
務員、教師、四に公益に尽くす、五に生産事業に取り組む、六に夫を支え、
子供を教え、よく家事を行う、である。模範母親は、50歳以上で子女が３
人以上、一に若くして未亡人となり、子供を育てあげた、二に夫を支え、
子供を育て、好く家事を行う、三に生産に励む、四にまわりとの協調、五
に愛国、敬軍、六に政令への協力とする。明らかなのは、夫や子供、家に
尽くす、未亡人＝貞女という伝統的な婦徳に加えて、愛国や敬軍、生産事
業への参加という軍事協力を推奨していることである。
　翁 LM（82歳）の場合は、17歳（1952年）で嫁いだ時に、姑（当時58歳）
と2人の姑の姑（80歳と85歳）がおり、この3人の世話が最も辛かったとい
う。結婚して２日目朝から、三姑それぞれに洗顔用の水とお茶を用意して、
部屋の入り口の前に立って起きてくるのを待った。家事全般を彼女が担い、
30歳になって家計を管理するようになった。
　夫は教師だったが、月給は200元と低く生活は苦しかった。戦時体制下
では、金門島に10万の阿兵哥が駐屯し、珠山村周辺にも軍基地ができた。
国民党は高粱酒造りに力を入れ、高粱栽培を島民に奨励した。彼女も高粱
栽培をして、政府に売って現金を得たり、高粱1キロを米１キロと交換した。
軍服に名前を入れる仕事もした。また店を開いて野菜や肉、海鮮、ミルク、
果物などを売り、夫が58歳でなくなるまで38年間（1992年）続けた。軍事
動員では、1961年まで10年間婦女隊で教師として字を教えた。珠山の婦女
隊は識字学習で、週１回2時間あり、子供ができると参加する必要はなかっ
た。子供は７人で、息子４人と娘３人である。長男は台北工業高校卒で金
城の電機会社に就職し、他の６人は台北で働いている。
　許 YX（1956年生）は、結婚当初から舅姑（現在94歳と91歳）と同居で、
両親とも歩行が困難で、姑は認知症で介護はたいへんである。夫は戦時体
制下では阿兵哥相手にタクシードライバーをしていた。軍撤退後は台商を
している。彼女は自給的な農業をしながら家庭の主婦であったが、2000年
になってから知り合いに勧められて清掃員をしている。朝8時半から17時
まで週休2日で、月給2万元、舅姑の介護をしながら働けるので満足してい
る。子供は3人、みな台湾の大学を卒業して珠山に帰ってきた。長男は役場、
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長女は香腸工場、次男は高粱酒工場で働く。
　以上の3人の女性に共通するのは、舅姑との同居、介護を当然のことと
して仕えていること、「三従四徳」という儒教倫理のもとで育てられ、そ
の思考が根強くあり、黄 XY（45歳）の年代もそれが浸透していることで
ある。李 JL が「模範婦女奨」「模範母親奨」(5)「孝道奨」で表彰されたとい
うことが、それをよく物語っている。また働き者で、僑郷時代以来、母子
家庭という環境のなかで、戸主の代理をつとめ、農業や商売において男性
にもひけをとらずに働く習慣があり、家計管理だけではなく、社会的な経
済力も備わっている。
（４）老いて
　かつて、珠山では舅姑と同居して大家族で暮らすことが一般的であった。
しかし現在、老人が人口の半分以上を占め、夫婦だけか、或は独居の老人
が多い。戒厳令解除頃から、即ち40歳代以下の世代が台湾本島の高校や大
学で学び、金門にもどらずにそのまま就職する者が少なくないからである。
しかし老人の多くが、食事は米や麺と自分で栽培した野菜などで簡単であ
るが、昼間ひとりで食事する者はあまりいない。集まって食べ、おしゃべ
りをして過ごしている。特に、女性はよく食事を持ちよって食べ、ともに
時間を過ごす。毎週一緒に買い物にも行く。発展協会も毎月、体験型の様々
なプログラムを用意している。日常生活における村人間の結びつき、自然
な形で強く保たれている。
　また、老人は、一般に65歳以上になると毎月平均３千元の年金をもらい、
子供達の仕送りもある。子供たちは同居はしていないが、頻繁に親の様子
をみに帰り、親が老いたら帰村する者もいる。孝の概念も根強く伝えられ
ている。
(5) 模範女性は、基本資格が20歳以上（既婚、未婚とも可）、行為が正しく悪い嗜好のない者、
選抜基準の第一に、国家への忠愛を具体的な事実によって表現している者とある。模範的母
親は、本県に６か月以上居住し、50歳以上で、子女が3人いて品徳に優れ、身体が健勝な者、
第一の基準に、若くして夫を失い、子供を育て上げ、教養のある大人で、村で賞賛される者
とある [ 江柏煒、マイケル・スゾーニ2011：95]。
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５．小結
　珠山村に居住する男性にとって、宗族意識は重要であり、大陸や台湾な
どの薛氏との交流も熱心に行われている。女性も、伝来の儒家倫理に基づ
く家族意識を濃厚にもち、家族の成員として宗族の諸活動に協力している。
しかし、中青年層の多くはすでに村外に生活を移しており、孝を基礎とし
た家族意識はなお根強くもつものの、宗族意識は希薄化が顕著である。
　現在、珠山村が直面する最大の問題は、人口の減少と高齢化である。独
居あるいは2人だけで暮らす老人がこれからどのように暮らしていくのか、
村を離れて暮らす住民たちと村を結ぶ紐帯をどのように形成していくの
か、が課題である。前者については女性を中心とした発展協会が活動し、
後者については宗親會が中心となった廟会活動が求心力を発揮している。
実態からいえば、女性の社会的役割は、すでに宗族の観念を越えて大きな
意味をもって機能しているといえる。
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